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西濃に広がる    

あったかい  

言葉かけ 
西濃教育事務所 教育支援課 学校地域連携係     

令和３年１１月  第１号 

 わたしは、お母さんといつも買い物に行き

ます。夏休みに買い物に行ったとき、足が

不自由な人がいました。買ったものがたくさ

んあったので、重たそうでした。お母さんが

「もちましょうか？」と声をかけて、に物を持

ってあげました。その人は「助かりました。

ありがとう。」といっていました。人にやさしく

するということは、いいなあと思いました。 

 わたしがとう校するとき、まい日見ま

もりのおじさんがついてきてくれます。

はじめははずかしくて、小さいこえでし

かあいさつできなかったけど、「おはよ

うございます。」と大きいこえで言うと、

おじさんも「おはよう。元気やね！」と言

ってわらってくれます。おじさんのえが

おが、とってもうれしかったです。 

 散歩中に用水路をのぞいたら、あきか

んが捨てられていました。しゃがんでひ

ろったら、通りかかったおばあさんが

「ポイ捨てが多くて困ったね、ありがと

う。」と声をかけてくれました。きたなくて

いやだなあと思ったけど、うれしくなって

家まで持って帰りました。

 コロナの関係で、自宅待機となった。１

週間も学級の仲間と離れて、家で過ごし

ていた。そして、１週間後、久しぶりに学校

へ行った。正直、少し不安だった。だけ

ど、学級の友達が「久しぶり。大丈夫？」と

言ってくれた。だから、不安が消えた。そし

て、とてもうれしかった。心がぽかぽかとし

た。（学級の友達）本当にありがとう。 

「あったかい言葉かけ県民運動」に西濃管内の小・中学校から応募いた

だいた作品より紹介させていただきます。 

 

 学校からおばあちゃんの家に帰ると、ぼく

は、「ただいまー。」と言う。待っていたおば

あちゃんが、「おかえりー。」と言う。夜お母さ

んが家に帰ると、ぼくに「ただいまー。」と言

う。「ただいま。」「おかえり。」で、みんながつ

ながっているみたい。 


